
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  
 
   
 
      
 

 

 

 

  

 

  

 

 

         

 

 

 

 

  

 

  

 

 

〒247-0066 鎌倉市山崎 1667 鎌倉中央公園管理事務所内 TEL/FAX : 0467-47-1164   

木曜を除く 10 時～16 時 Web URL：http://www.yamasaki-yato.sakura.ne.jp  

E メールアドレス：ya-yato@arrow.ocn.ne.jp 

特定非営利活動法人 山崎･谷戸の会 会報 第７５号 

2016 年 ９月 ２日発行 

本会は、鎌倉中央公園の

貴重な谷戸景観と多彩な

動植物を保全するため、

市民活動を実践していた

メンバーが中心となり、行

政との協働で立ち上げた

ものです。 

･･･会員随時募集中！･･ 

残暑がまだまだ続きますが、雨が適度に降ってくれたおかげで、農作物はすくすくと育っています。

同時に草の勢いも圧倒的で、しばらくは草刈りに追われます。谷戸塾の後期が始まり、新人募集中

です。お待ちしています。 

☆各班からのお知らせ→２・３ｐ 

☆谷戸の自然だより→ｐ４ ☆谷

戸往来→5ｐ ☆10周年記念フォーラム座

談会②→６～９ｐ ☆谷戸の体験学習→

10・11ｐ ☆９～10 月日程表（裏表紙） 

８/21  畔の草刈り 

 
後期「谷 戸 塾」オリエンテーションのお知 らせ 

3 月までの田・畑・雑木林の作業、座学の説明をします。 

9 月 11 日（日）10 時～ 農家風休憩舎 
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谷 戸 の 自 然 だ よ り  

～生態系から観た、里山の手入れ 谷戸の田んぼ その 3～ 

  
●谷戸の田んぼはなぜ大切か？ 

元の耕作者から途切れることなく、田んぼを継続できたこと 

谷戸の田んぼと里山は、数百年以上の歴史を経て作られてきた宝物ですが、わずか数年で、生きも

のが絶えてしまうこともあります。田んぼをやめると、数年でアシが生え、水が溜まらなくなり、カ

エルなどが産卵できなくなります。カエルの寿命は数年なので、絶滅してしまう場合もあります。鎌

倉や藤沢のように谷戸の周辺で田んぼがない場所では、実際にそのような事例がおきています。畑で

も同じことが言え、耕作をやめて草が茂り放題になると、畑に棲んでいたコオロギ類は、数年で絶滅

してしまいます。田畑の環境がないと、緑地そのものは保全できても、里山の生きものが姿を消して

しまうのです。市内でもそのような事例が見受けられます。昔なら周辺から新たに里山生物が移住し

てくることも期待できたのですが、現代のように、住宅地に囲まれ分断された谷戸（里山）ではそれ

が不可能に近いのです。荒廃した里山を復活という話はよくありますが、元の地主さんから途切れる

ことなく田んぼや畑を継続できたことが、当会の大きな特徴であり、良さではないでしょうか。 

●田の草取りと田んぼ雑草 

６月～８月上旬にかけて、田んぼの草取りを２～３回行います。最も苦しい作業の一つですが、除

草剤を使わない手作業が、田んぼの貴重な植物を保全することにつながっています。前回紹介したミ

ズオオバコ以外にも、アシカキという田んぼで最も嫌われている雑草が、今や県内ではミズオオバコ

以上に珍しい植物だそうです。「アシカキ」とはその名の通り、足を引っかくという意味でしょう。

田の草取りをした人なら誰でも悩まされたことがある、トゲがついたイネ科の植物です。畔のふちか

ら生えてきてツルのように田んぼに侵入してきて、アシに絡みついてくる厄介な雑草ですが、これが

貴重種だとは本当に驚きました。谷戸の田んぼに生える雑草は、平地の田んぼに生えない貴重な種類

があるので、除草剤に頼らず、草取りを手作業で行う価値があるということです。 

●畔の草刈りと生きもの 

田んぼでは年に 4回くらいは畔の草刈りを行います。畔は足首くらいの低い草地に保たれています。

放任状態ではこのような環境はできません。人間が里山で作り出した、新たな自然環境と言えるでし

ょう。同じような低い草地に土手があります。しかし、畔は湿った場所なので、畔と土手では生えて

いる植物の種類が大きく異なります。例えば、テンツキという小さなカヤツリグサ科の小さな草が、

畔のふちに密生していますが、田んぼ以外では見たことがありません。コオロギやバッタ類などの昆

虫も、畔の周辺にしか見られない、タンボコオロギやイナゴなどがいます。また意外かもしれません

が、草刈りで草丈を短く保つことで、バッタやコオロギの数や種類がとても増えるということが、調

査の結果わかってきました。田んぼの畔という環境は、他にはないとても大切な環境なのです。畔の

草刈りと田んぼの草取りは、谷戸の生きものを受け継いでいくための、欠かせない作業なのです。 

 

～ ホタルのお礼 ～ 

今年も、多くの会員や一般の方のご協力により、ホタルパトロールを終えることができました。 

どうもありがとうございました。私たちはこれからも、谷戸保全活動を通して、ホタルなど貴重

な昆虫がすみ続けられる環境を守っていきたいと思っています。 
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2016.３.19 ＮＰＯ法人 山崎・谷戸の会１０周年記念フォーラム  

谷戸の昔、今、そして未来へ～第 3 部 協働を深める その２ 
 

コーディネーター 志村直愛氏 

鎌倉市都市整備部 小礒一彦部長 

鎌倉市公園協会  土屋志郎常務理事 

山崎・谷戸の会  相川明子理事長 

同        黒川美加事務局長 

 

活動の原点は「わが子のために田んぼを残したい」という思い 

(相川) どうしてそんなことをやりたいのかっていうところは本当に単純でして、自分が里山のよ

うなところで育ったという原点があり、自分が子どもを産んでわが子を育てたいと思ったら、一番

身近な「山崎の谷戸」に連れて行くのがいいって思ったからなんです。ただ、自分と子どもだけで

行っても面白くないので仲間がほしいということで、青空自主保育の会っていうのを、今もそれは

続いていて私もずっと保育者をやっていますが、「山崎の谷戸」を根拠地に始めました。すると段々、

その母親たちが自然体験がないことに気づき、子どもがこんなにいい場所で育っているのに、親が

知らない世の中ってこれからどうなるんだろうと思ったのが 1990 年頃です。その時にこの公園計

画の発表があり、自然公園って言いながら、私たちが大事に感じていた田んぼ、関根さんと高井さ

んが地主でいらした田んぼ（現在残っている本田）がデイキャンプ場になるというのが一番手痛か

ったわけで、その田んぼを残したいと思ったんです。 

私たちのモデルは舞岡公園で、自分たちで田んぼを耕して残した。それを知って私は目から鱗だ

ったんです。その当時まだ市民活動ではなく、市民運動の時代だったので、私が「ここを残したい」

と、初めて当時の山崎町内会長さんに会いに行きましたら、もう頭ごなしにせせら笑われて、「あ

んたたち都会もんは、そうやって残したいと言うけどな、この谷戸を残すってどれだけ大変な思い

をしているのか、あんたたちにわかるわけないだろう。とっとと帰れ」と言われて、私は「今日は

とっとと帰るけれど、わかった、これから根性すえてやろう」と思いました。 

その時の悪いモデルが、私の住んでいる梶原山町内会が市の計画に対して反対するのはいいんで

すけれど、私より一回りくらい上のおじいちゃまたちがまだお元気だった頃で、行政職員に対して

頭ごなしに、グワーと怒鳴りつけていたんです。そ

の姿を見て、こんなことして一体計画がよくなるん

だろうかと疑問を持ちました。こんなふうに鎌倉市

の行政に迫ってもしょうがないのではないか、話し

合いの場を持とうとしなければ何もできないなと。

舞岡から学んだのは、もしここをずっと田んぼにし

たいなら行政に頼むのではなくて、「市民が一生懸命

田んぼをやるんだから残しましょうよ」という姿勢

でないといけないかなと。それを一番最初に思った
 田んぼ修業を始めた頃 田うない 
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んですね。土屋さんばかりでなく、市の昔から職員の方々は、私が行くと目が合わないように逃げ

ていくとか、とっても怖いとか未だに言われますけど、本当に怖くって排除されていたら、今日こ

の場に座っていないはずなので、やっぱり膝積め談判の場をつくろうとしてきたので、今ここにい

るんだなと思っています。 

 (志村) 今の中にたくさんいろいろなお話が入っていてすごいなと思います。原点は自分用なんで

すね、なんか。でも、これ大事だと思うんです、わが子を育てたいという…。「この田んぼいいわ

ね」っていう動物的な勘みたいのがまずすごくいいし、「一人でやるのはさみしいからお友だちが

ほしいわ」なんて言って仲間を作ってしまう。入口は人間的なスタート地点。だけど蓋を開けてみ

ると、青空自主保育っていうところまでもっていってらっしゃるし、交渉だって怒鳴りつけるでは

ない、ちゃんと「自分もやるからお願いよ」というスタンスをとられているという意味で相川さん

は先進的だったとも思いますし、恐れられていたのかなというのもよくわかる気がします。一番怖

いタイプですよね、きっと。けんか腰で来るんじゃなくて、理論的にちゃんとやってきて、でも熱

意がある方。でもそれが先陣をきって、この会を盛り立ててきての今だというのが、改めて納得で

きた感じがします。そして、悪い見本やよい見本というのをちゃんと見極めていらっしゃいますの

もすごいなと思います。舞岡は田んぼ作って早くからやってらした。町内会のですね、その昔多か

ったですね。あの世代は、市役所の職員にむかって「あのバカヤロウ！！」みたいな感じで。今、

逆に減ってきている気もしますけれどね。熱意の表れみたいなのがそこにあったのかもしれません。

さぁ、それを受け止めた第二世代の黒川さん側の観点からぜひ、成功の秘訣、評価をお願いします。 

(黒川) 私も同じ発想で谷戸に関わっているんですね。子どものために、子どもをここで育てたい

という一心で、谷戸に来るわけですね。他の自然保護活動団体などを見ると青空自主保育がなんと

なく関わっていることが多いようです。この前身の会の中に「山崎の谷戸を愛する会」があります

けれど、青空自主保育「なかよし会」の保護者と相川さんたち保育者なりが立ち上げた会ですね。

子どもたちのためにというところから始まっている部分があるっていうのは、「山崎・谷戸の会」

がこうやって発展してきた大きな原因のひとつなんじゃないかなと思います。今も小さい子を連れ

て活動に来る若い家族が大勢います。子どもを連れて行くうちに自分の子どもと楽しむだけじゃな

くて、みんなで来たほうが楽しくなるんですね。そうしているうちに、まったく知らない子も一緒

になって泥んこになって張り切っているのを見て、嬉しいなと思うようになります。体験学習の授

業で先生方と谷戸に来る子どもたちもとっても喜んでいるのがこちらも嬉しいし、かわいくなるん

ですね。こういう人のつながりが生まれる魅力的なものが活動の中にあるっていうのが、ここまで

発展してきた。谷戸っていうのが、生きものを守るっていうのももちろんそうなんですが、次世代

のためにというのがあるっていうのが大きいんじゃないかなと思います。 

 (志村) 私も大学で学生を教え育てる立場ですけど、最近の無気力な学生を相手にしているとたま

らんのですが、先ほどのビデオを見ていると子どもたちが生き生きしてますよね。私も小学 3 年生

の娘がいますが、こうはいきませんね。学校では教えられない、生き生きとした、子どもたちの「ヒ

ャ！！」というこの感じって久しぶりに見た感があるので、教育界としてはヤバイな！！ でもそ

のヤバイことをちゃんと山崎ではできているなって思った時に、これは何だろうと我々として反省

点でもありますし、模範にしたいというのがあるかなと感じました。鎌倉市内の子育てしている親

御さんたちはみんないらっしゃったらいいんじゃないかな。やっぱり、記念写真の前でトライして

いるのを見たんですけど、女性の方が多いっていう、強いっていうのを感じるのも、なんか子育て
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2015 年秋  稲刈り風景 

っていう感覚から母性っていう雰囲気がある気がするんですよね。もちろん、おじいちゃまとかお

父様とかもいらっしゃるんですけど、圧倒的に女性の方が多い感じがするのが象徴的に映るんです

けど、この辺もひも解いていけたらいいんじゃないかな。 

ちょっとお耳が痛い感じがしますが、これからのことを考えますと、表向きはすごくいいですが、

人知れぬ苦労があったり、もう大変なんですってところもあると思います。じゃぁ、この活動を

10 年、スタートからだと 20 年、30 年の活動を眺めていただいて、大変さですとか、難しさ、問

題点みたいなものがあるとすると何なのかな。これをちょっと聞かせてもらいたいと思います。 

最初の 10 年、次の 10 年でようやくお互いが理解し合えた 

(相川) 私たち「鎌倉中央公園」というネーミングに、どうも馴染めないんです。どこにもありそ

うで味気ない。市長さんも「えっ？ どうしてそんな名前なの」って言われたぐらいで、たぶん国

や県からの補助金を取るために一番よかったんでしょう。そこで誕生の時は「鎌倉中央公園を育て

る市民の会」と、行政にも認められるような名前にしましたけど、NPO 法人化して好きな名前を

つけていいよと行政の方に言われたので、「山崎・谷戸の会」にしました。 

さっき私が怖い怖いと言われたゆえんのエピソードの一つかと思いますが、何年にもわたって公

園建設工事をする間、毎年の習わしのように、次年度の工事計画書を行政から説明してもらってい

ました。その際に私たちは、素人なりに質問はするんですけど、こっちの勝手な思い込みで、昨年

度はここまで直談判して理解してもらえたんだから、自然は当然残してくれているだろうと考えて

質問しないでいると、工事が始まっていざ現場に行ったら予想もしない自然破壊の工事をしていた

ということがありました。それで私が怒鳴り込みに行ったら、「だってあなたが聞かなかったから

説明しなかったんだ」と行政に言われたのです。それはもし 

かすると別に他意はなく、わざわざ隠したわけではなかった

のかもしれない。要するに立場が違うと、わかり合おうと思

っても、それぞれの思い込みでいろいろ発想するんですね。

だから、それを繰り返して衝突みたいなことが起こったのか

もしれませんけど、さっきお話ししたように、けんかしちゃ

ったら、私たち、あそこの谷戸残せないと、お尻に火がつい

ていたので、「やっぱりじゃあここまでは譲歩しましょうか」

みたいなことを繰り返してきたのです。 

今みたいにしっかり公園協会と徒党を歩めるようになった

のは、この 10 年ですね。初めの 10 年は、「どうしてここの

広場の草刈っちゃったの」って私たちが嘆くと、「でも公園の

草刈りはこういうもんだ」って公園協会は当然のように思っ

ていたわけですから、どうして私たちはここの草を刈らないでほしいのかという理由を、相手が納

得できるまで説明して要望を出すとかしなくてはいけないなと反省したり。そういうことってなか

なかかみ合わなくって、うまくいかないというふうに周りから見えたかもしれないし、双方が愚痴

の言い合いばかりしていたようです。でもこの頃それがなくなってきたと思います。それはやっぱ

り、時間がかかるということなんだろうと。 

今、なんでも結論を急ぎますね。例えば総合学習も 2002 年に始まって、5 年生も 6 年生も年に
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何回も谷戸に来て、子どもたちはとても貴重な体験をして、私たちはかねての念願が叶ったと喜ん

でいたのですが、やっとここまで実ったと思ったら、ゆとり教育見直しで学力偏重に戻ってしまう。

たった 5 年で結論が出るわけないでしょう。うちの会だって 10 年 20 年かかったのに。私たちは

子育てしている母親としてですね、子どもって思うようにならないという実感があります。隣の子

を見て、来年ならわが子もできるようになるかなって、ふと気を抜くと子どもができたりする。つ

まり待つ姿勢が大事だっていうのを子どもから学んでいるので、行政と接触するとか、市民活動を

やっていくのは、やっぱり時間が必要なんだなといろいろと学ばされています。 

次の世代が引き継ぐために必要なこと 

 (志村) 大事なことをたくさんお話ししていただけるので、ひとつ、ひとつ勉強になりますね。思

い込みで進んじゃうんだと、人が関係の中でいつも起きることでありますけれど、そういうことで

起きるボタンの掛け違いみたいなもので公園とは勝手にできちゃうものだとか、行政におんぶにだ

っこや、行政が勝手に作っちゃうみたいなところから、きちっと時間をかけて交渉されながら、な

ぜ、どうしてこう思うか、なぜ、こうなのかみたいなところを、きちっとやってらっしゃった経過

が相川さんの持ち味であるし、それがいいものを作っていくためにすごく大事だということなんで

すけど。すごく時間がかかるので結論を急がないのは非常に達観されたところで、私なんか、人間

結果を急ぐって傾向があるのは間違いないと思いますし、さらに言えば男社会は年度内で予算を消

化しないといけないという役所と、子どもをゆっくりという女性の感覚と、もしかしたら違うのか

なと。この時間をかけるっていうのはなんか、子育てですよね。もっとも農業をやる方って、気象

条件ですとか状況、以前の水の流れですとかを見ながら、植物をゆっくり育てていく。じっくり見

ながらやはり取り組んでいくという目線だと思うんですけど、その横でガンガン混んだ横須賀線で

もまれながら、今日は大事な打ち合わせだなんて言いながら、こんなところでパソコンを開いてい

るようじゃダメなんですけど、その両面がやっぱり今の社会にあって違う答えを出しているのかな

とちょっと考えますね。それでは次世代の黒川さんどう思いますか？ 難しいこと、問題なこと、

相川さん以上にあるかと思いますが、ここで一発ぶちかましてもらって。 

(黒川) 私たちは、これだけのことをやってきた、ある程度できあがった組織の中に入って活動を

始めているといった感じですね。今、立ち上げの頃を知らない世代の事務局員が増えてきています。

私もそうなんです。次は私たちがこの運営をしていかないとならない。みんな谷戸は大好きです。

谷戸に愛情を持って通っているんですけど、それぞれ仕事、介護、子育てを抱えながらやっていま

すね。今までこれだけ時間をかけて、愛情をかけて相川さん中心にやってきたことを、次の世代が

同じようにやっていくのはなかなか難しいことだと思います。率直に言ってしまうと、もう少し運

営費の部分ですかね。私たちはいちボランティアとして参加し始めて事務局員になりました。事務

局員となるとそれなりのプロとして責任をもって当番に入ってやっております。入口はボランティ

アですが、その経験を経てのちに事務局員として活動を支える立場となっていきます。この部分へ

のある程度の運営費がないと、私たち次の世代を巻き込んでいくのは大変だなと思っているところ

ですね。でもやっぱり、行政さんの方からも運営費が大変な中、私たちの活動費を確保してくださ

っているし、いろいろなサポートしていただいて運営自体はやりやすくなっているんですが、次の

活動人員を確保して続けていくというのが今の私たちの目の前の課題ですので、そのための十分な

運営費をどうにか確保できる道筋を一緒に考えていただきたいなと思っております。 （つづく） 


